
臨 時 農 業 生 産 情 報
（大雨と雷及び突風に対する技術対策）

令和５年１０月１９日

青森県「攻めの農林水産業」推進本部

青森地方気象台発表（２０２３年１０月１９日５時４１分）「雷と突風及びひょう

に関する青森県気象情報 第１号」によると、青森県では、寒冷前線の接近や暖かく

湿った空気の影響により、津軽と下北では１９日昼過ぎから夜にかけて、三八上北で

は１９日夕方から夜遅くにかけて竜巻などの激しい突風や落雷、ひょうとなる見込み

です。また、津軽では２０日朝から２１日まで大雨が予想されます。

今後の気象情報に十分注意し、次の点に留意して、被害の未然防止と軽減に努めて

ください。

なお、ほ場の見回り等については、危険な場所には近づかず、安全を十分確保して

慎重に行ってください。

【事前対策】

１ 共通の対策

（１）ほ場の見回り等については、危険な場所には近づかないでください。

（２）地盤が緩み崩壊の恐れがある農地・林地及び農道・林道並びに増水中の河川な

どには絶対に近寄らないようにしてください。なお、異常を発見した場合は、速

やかに市町村等へ連絡してください。

２ りんご・特産果樹

（１）防風ネットを張り、破れている部分は補修する。

（２）りんごのわい化樹や幼木は倒伏しやすいので、支柱のぐらつきや主幹との結束

状況を点検し、補強する。

（３）ぶどうの垣根、なし棚、ハウス施設等は点検し、支柱等で補強する。

（４）低地や排水不良の園地では、排水溝を設けるなどの排水対策を行う。

（５）食味や果皮色（着色・地色）を確認し、収穫適期に達している果実は、速やか

に収穫する。でんぷん臭があり、味がのっていない果実は、収穫しない。

（６）降雨時に収穫する場合は、果実に泥が付着しないように注意する。

３ 野菜・花き・畑作

（１）ほ場や施設周辺にある排水溝の点検や整備などの排水対策を行うほか、施設へ

の雨水流入を防ぐために土のうを設置する。

（２）ビニールハウスでは、倒壊したり被覆資材が飛散しないように施設の点検補修

を行うとともに、マイカ線や支柱などで補強する。

（３）ながいもなどの支柱は、倒れないように補強する。

（４）マルチ資材は、飛散しないように土等でしっかり固定する。



４ 畜 産

（１）低地や排水の悪い飼料畑は、溝を設けるなどの排水対策を行う。

（２）ロールベールサイレージはストレッチフィルムの破損を防ぐため、ブルーシー

ト等で覆う。

（３）畜舎等は、破損を防ぐため、支柱等で補強するとともに、シャッターや窓など

を完全に閉める。

（４）畜舎に雨水が流入した場合に備え、早めに除ふん作業を済ませ、紙袋の飼料な

どは浸水しない場所に移動する。

５ 農地・農林業用施設

（１）ため池は、貯水位が高い場合には放流して水位を十分に低下させておくととも

に、洪水吐、水門等を点検し、通水の阻害となる土砂、ゴミや流木等を除去する。

（２）水路は、水門が適正に閉じている、あるいは開いていることを確認し、通水の

阻害となる土砂、ゴミや流木等を除去する。

【事後対策】

１ 共通の対策

（１）地盤が緩み崩壊の恐れがある農地・林地及び農道・林道並びに増水中の河川な

どには、絶対に近寄らないようにし、異常を発見した場合は、速やかに市町村等

へ連絡する。

（２）浸水や冠水したほ場・園地では、明きょやポンプにより速やかに排水する。

（３）大雨の影響で土壌がぬかるんだ状態になっている場合は、転倒や車両の横滑り

などが発生しやすいので、農作業事故防止に努める。

２ りんご・特産果樹

（１）樹が倒伏した場合は、根を切らないよう注意しながらできるだけ早く起こし、

支柱で支える。

（２）ぶどうの垣根、支柱等が倒れた場合は、速やかに補修する。

（３）園地に水が溜まった場合は、速やかに排水する。

（４）園地に土砂が流入した場合は、速やかに取り除く。

（５）園地が冠水した場合は、できるだけ早く、果実や葉に付着したゴミを取り除き、

泥を清水で洗い落とす。また、有袋果は除袋してから、これらの管理を行う。

（６）水に浸かった果実は区別して収穫する。傷ついたり腐敗した果実は、速やかに

取り除く。

（７）果実を加工用に仕向ける場合は、農薬使用基準上の問題がないことを確認する。

３ 野菜・花き・畑作

（１）ながいもの支柱が倒れたり、植溝が陥没した場合は、速やかに修復する。

（２）ほ場やビニールハウスを点検し、被覆資材やパイプ等の損傷がある場合は速や

かに修復する。

（３）いちごなど果菜類で浸水・冠水した場合には、泥を清水で洗い流し、マルチの

裾を上げて、株元を乾かし、浸水した果実は早急に取り除く。



（４）強風や浸水・冠水等により損傷を受けた場合は、病気が蔓延しないよう、薬剤

を散布する。

４ 畜 産

（１）畜舎が浸水した場合は、家畜伝染病の発生を予防するため、消毒を徹底する。

（２）ロールベールサイレージのストレッチフィルムが破損した場合は、破損部分を

速やかに補修するとともに、できるだけ早く家畜に給与する。

（３）降雨後、飼料畑に停滞している水は、速やかに排水する。

（４）浸水等の被害を受けた飼料は、品質を見極め、十分注意して給与する。

（５）倒伏した飼料用とうもろこしで、今後の回復が見込めない場合は速やかに収穫・

調製する。

５ 農地・農林業用施設

（１）農地・林地・農林業用施設が被災した場合は、速やかに被災状況を市町村へ報

告する。

（２）被災した農地・林地及び農林業用施設は、身の安全を確保した上で、シートで

被災箇所を覆うなど、被害が拡大しないよう努める。

【農業共済、収入保険、経営所得安定対策等】

農業共済や収入保険、経営所得安定対策等の加入作物等が被災した場合は、被災状

況や対策及び改善措置を施したことが分かるほ場の写真や書類（作業日誌、種子・肥

料等の購入伝票等）の整備が必要な場合がありますので、速やかに農業共済組合や地

域農業再生協議会、市町村等へ報告し、指示があるまですき込みなどを行わないよう

にしてください。



報道機関用提供資料

担当課 （共通の対策、農地・農林業用施設）
担当者 林政課治山・林道グループ

GM 三浦 直彦
農村整備課防災・積算グループ
GM 安田 直樹
（りんご・特産果樹）
りんご果樹課生産振興グループ
GM 小笠原 宜弘
（畑作）
農産園芸課稲作・畑作振興グループ
GM 成田 真樹
（野菜・花き）
農産園芸課野菜・花き振興グループ【発行元】
GM 木下 均
（畜産）
畜産課経営支援グループ
GM 木村 勉
（農業共済、収入保険）
団体経営改善課農業団体指導グループ
GM 野月 浩
(経営所得安定対策)
農産園芸課企画管理グループ
GM 佐々木 祐一

電話番号 （共通の対策、農地・農林業用施設）
林政課 直通 ０１７－７３４－９５２４、 内線 ４８４９
農村整備課 直通 ０１７－７３４－９５５６、 内線 ４８９０
（りんご・特産果樹）
直通 ０１７－７３４－９４９２、 内線 ５０９２
(畑作)
直通 ０１７－７３４－９４８０、 内線 ５０７３
(野菜・花き）
直通 ０１７－７３４－９４８５、 内線 ５０７６
（畜産）
直通 ０１７－７３４－９４９６、 内線 ４８１４
(農業共済、収入保険)
直通 ０１７－７３４－９４５９、 内線 ４７９５
(経営所得安定対策)
直通 ０１７－７３４－９４７９、 内線 ５０６９

報道監 農林水産部
次長（農商工連携推進監） 成田 澄人（内線：４９６６）
次長 及川 正顕（内線：４９６７）

【おしらせ】
青森県では、臨時農業生産情報をパソコンやスマートフォンにメール配信するサービス

を実施しています。青森県農業情報のホームページ「農なび青森」からお申し込み下さい。


